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ホロギ」と、「大一汀海」Ｏ著者は答へる。私も，こｏ答に賛成するもＯである。
　＝ホロギは九月十月になつて現れる。初は野にあり、寒さに向ふに従ひ、段々、人家に近づく、だから、詩にも「七月野に在り、八月字に在り、九月ハに在り、十月蜻蛉我が隷下に入る」とある。衣かた敷き狽り寝る霜夜Ｄ寒さをかこつ頃となれば、床ｏ溌、枕ｏ下にまで這人つて来て、ひとしぼ、物Ｏあはれを佃す仲立ともならう。
　コホロギをキリギリスといふ所は、地方には、今も、多い。私ｏ調べた刑では、岩手・秋田・山形・埼玉・山梨・三重Ｏ六晦には、昭和Ｇ今日、なほ、行はれてゐる。昔は、もつと、廣かつか、「物知将呼」にょれば、武蔵府中漫、信濃・奈良、「本草綱目啓蒙」にょれば伯壱を、之に加べる事ができる。これらＯ地方は、今日は、もう、改まつ　　　　　　　　　　　　　　一八｛
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は、「こほろぎ　ころころ、塵さが来るから、肩とつて、拙させ、掲とつて、羽させ」と鴫くといふハ芳賀郡冷淡巣）。飛騨お高山町では「つうつう、つんづりさせ」と鴫くらしいハ飛騨わ轄ふと民謡）。長野腸小腸郡わ＝ホロギは［かんた　きょろきょろ。つヾれさせ」と鳴くハ小堀郡民談巣）盛岡では「肩させ、掲させ」である。これが名詞となつて、＝ホロギをカタサセといふ八本草昨蒙づ
　とにかく、古書ｏキリギリスが今卯＝ホロギである事は、稜々Ｏ酷から見て、動かないと思ふ。早く、白石もさうー汀つてゐるし、それに反討した人も憩い様である。然るに、古書Ｏ＝ホロギお方は、フＷ餌に富るか、よく判らない。これは、一つには、＝ホロギい方は．キリギリスほど、古書に現れてゐないからである。「枕草紙」にも、「嵩はすゞむし、梧むし、はかおり、きりぎりす」と　　　　　　　　　　　　　　ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ　リ　ア～
あつて、こほろぎほ無い。和名秒には、蜻蛉をれ利々々
酢蛸例外ハゆで促幟儡お拡と訓じてゐるが’
狩谷堕之によれば、以よＯ三跡とも、支部では、同意語なさうである。だから、漢字を手ががりとして、そり正
　　　　一語と一交學　第十二巻第二琥
たらしい。これから考へると、「物知将呼」以前は、】珊、分布が贋かつか事だらう。とにかく、地を隔てて、率筒所にも行はれて屑れば、これを以て、偶然お】耽、個別的り跳解と片附けてしまふわけには行かない。必す、共同的源が有つたに煌ひない。そＯ共同○源は、奥羽そ伯秀であるはすはなく、必す、京都でなければならない。京都ｏキリギリスは古と今とで煌つてゐる事が、崇、判つてゐるから、我々は、方言を以て、京都ｏ古を傅べたもゆであると解する事ができる。
　「古今隼」わ俳諧の歳に「秋風に掟びぬらん、藤袴、つゞりさせてふきりぎりす鴫く」といふおがある。「袖中抄」によれば、キリギリス‥ぼ「つヾりさせ、かがは拾はん」と鴫くといふ。所が、今日、ツヅリサセと鴫くといふ良は『ホロギである。こ心鳴滞が、そのまま、良い名となつて、＝ホロギｏ事を、越後高田でツヅリサセ、越中でツヅレサシ、飛騨でツヅリサ・ジといふ。埼玉脚半手町でに、コホロギは「匙さが来るから、羽取つて、裾つげ、掘とつて、洞つげ」と鴫くといびハ幸乎蛮啖巣べ栃本郷芳賀郡で
ＥｍトＸいｐｍ’１＝ｔ　’ａｌｌ‘｛’＝　りｍ・ード”‘’ハｒ’ｒｒかｒ｛ｒ：・’
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醗をつかむといぶ見込も薄い，　　、
　方言はどうかと見ると、盛岡市・仙廠市・山形曙庄内などで、＝ホロギといふＯは、東京のキリギリスＯ事である。「酋海」か著者が、古書○＝ホロギを、今の東京シキリギリスに常てたｏは、こう東北方言が根棟になつてゐるだらうと推肇する。といぶわけは、大槻さんは、】Ｇ閻透ハ玲仙岑領、今岩手騨に入だからである。奥羽地方には、京都Ｏ古趾ｏ姥存するものが多いから、これは、確に、有力な説である。
　然るに「　｝方、新井白石は、古沓ｏ＝ホロギは今ｏイトドであると言つてゐる。白石によれば、かうなる。
　　　古　稽　　　　　　　今　籾
　　きりぎりす　　　　　こほろぎ
　　こほろぎ　　　　　　いとど
　　はたおりめ　　　　　きりぎりす
　ロ石ｍ賞ふイトドはオカマ＝ホロギハ洸名取馬）おボだらう。今の京都市では，コホ＝ギをイトドといふが、そ　　　［や　リ　ギ　リ　ス」と「コ　ホ　ロ　ギ」
－←‐ｉ＝＝‐‐ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　ー　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―
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れは近世に於ける雙化だらう，
，古名イトド、標準和名オカマコホロギ，洸名取馬．學名り｛スロＥＧｇロ菖ざぽは、黄褐色，翁辿｛小野路山Ｏ雄は廸ありは跳づｍわ背面は窃取に曲り、頭部は前胸下に隠れ、鯛角は摺色にして、甚だ長く、後脚よく登建して、跳ぶに適す。醗長七分許，屑角三寸以上。逡は陰地・床下に隠れ、夜は崇所・贋ｏ擾に現れ．栄専心残飯を食ふ。雄は、リーリーと、かすかに鳴く。
　これＯ方ひは、「物鎖穏呼」に七，「本草綱目啓蒙」にニ十七、佐蔀清明さんｏ「仝國取馬方ひ集」（上Ｏ香楕祓いに、直接採集ｏもの三才ばかり畢げてある。蘭山によれば、越前・伊像で＝ホロギ、加賀でセｍチ＝ホロギ、ハダカコホロギ、執政で、オカマ＝ホロギ、エビ＝ホロギ、シツ＝ホロギ、シツチコホロギといふさうだから、これを古書心＝ホロギに擬するｏも、亦時に、有力な説である。
　こＯ轟は，竃心擾によく現れるＯで、カマｏ附く名が多い。オカマギースハ輸前ベオカマキリゴハ愉前ベオカマギリスハ尾張八オカマゴハ河内・讃岐・和独ベオカマ＝　　　　　　　　　　　　　　　一　　ハコ
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１１１Ｅ
～　　　ｉ
　ｒｌ　‐・
-一一５８-一一
・
　　　一語と一交゛　第ず一】巻第一】鵜
ホロギ（武蔵）、オカマサマ（磐櫨）、カマウサギ（土佐），カマギリス（尾張）、カマ。コ（伊勢・伯香・四國）、カマス安藤）、カマドウマ（石見・四國）、カマドムシ（土佐）、カマボコ（三河）などそれである。安部で、竃馬・竃鶏といふＯも、命名ｏ趣意は同じである。跳ねる所から、馬に”へた名も多い，ウマ（備前）、ウマギース（備前）、ウマギス（播磨）、ウマサイムツ（備前）、エベスリマ（紀伊）、カマドウス石見・四國）、トビンマ（隠岐）などがそれである、同じ理山から、兎に讐へた名もある。ウサギムシ（四國），カマウサギ（土佐）など。叉、背中が猫Ｏ稼に丸い所から、ネコセずカ（陸前）、ネコトチ（丹波）Ｏ名もある。醗Ｏ割合に、繋が馬鹿にＸいｏで、大黒ノヒゲ（出ｍ）といふ刑もある。噌か無い所にみ限したハダカ＝ホロギ（函おじといふ名もある。
　。＝キ（椀）に鵜つた鵜飯を食ひに来るから、ゴキムシ（備中）Ｏ名もある。ョマシクヒ（和泉心は、笑まし姿を食ひに来るからであゎ、イイゴ（長門・九州鴬イゴ（筑前）、イイギリ（倚前）、イイギリ。＝〔轍前）は、イヒハ飯）を食ひ
　　　　　　　　　　　　　　　一八四
に来るからだらう。イトドもイヒトドで、饌を食ふトド○愈だらうと思ふ。トドは、ネコトチＯトチ、クロトチＯトチ、クロトトＯトトと同じもわだらう。逗江で、コホロギを、トンド、ヒュウトンド、シュウトンドといふ、そＯトンドも同じ名である。
　古い俳諧に詠まれたイトドは、オカ≒＝ホロギｏ市であると解してよい。少なくとも、次Ｏ二つはさうであ・る。
　　いとど鳴く猫Ｏ竃にねむるかな　　　鬼貢
　　海±Ｏ屋は小海老にまじるいとゞ哉芭蕉
　俳諧Ｏ季寄を見ても，イトドは、形蝦Ｏ如く、多く、竃Ｏあたりに穴居すとあつて、鬼貢や芭蕉が、之を竃や海老に取合せて詠んだりは尤Ｏ事である。然るに、岩本・宮滞雨氏ｏ「新撰俳諧ｍ典」を見ると、イトドを＝ホロギＯ一名とし、しかも、芭蕉０句を、例として引いてゐる。
しかし、コホロギとしたＯでは、芭蕉Ｏ句は解けたい。俳諧Ｏ専門耐典がこんな琲では、心細い限りである。「大＝本同語耐典」には、イトドを「＝ホロギ（婬味いをい
ふ。京都Ｏ方言」と「嬉遊笑贅」によつて．書いてゐる。
ヾＶＱｊｒｒ－ジロー－ｒ｛スーｒ
‐　　‐　リ４７　　　ｄｑ　　　ｌｌｌ　　　　ｉ
ｓＨＥヾりーツｘ１
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近頃Ｏ京都Ｏ方建としては、無論、これで良い。ただ、古語ゆイトドを畢げたいの・は手落ちである。「大一ぴ侮」には、イトドを＝ホロギｏ異名としてある。これも、京都Ｏ現代方一汀Ｏつもりなら，それでいｋが、そんなら、京都方言とことわるべきであつた。しかし、大槻さんｏ考では，こわイトドは京都方言○つもりではないらしい。そんならぱ、「コホロギｏ異名」といふ錦膠は跳つてゐる。殊に、「和漢三才圓倉」を引川したＯは一明に、矛盾である。「和漢三才岡倉」には、おうある。
　　竃馬、思郷、古云、伊止止、今云、伊止之、本刷、其吠如’｝　　促幟｛粗大、脚長。好穴二慰労ヾ俗言思有＝竃馬一足｝良之兆　　也。
「
　△ム按、竃釣似｝・促織＝而小。色亦淡。身團面足長。秋夜鳴扉　　似＝幔咄｛而細小、最寂寥。
　カマドＯ傍に穴すとあるから、これは、明に、オカマコホロギＯ事である。それを、京部で、ｍｕはイトドといび、今（正徳年間）はイトジといふとゆ趣旨である。もし、之を＝ホロギｏ意味に解するならば、「ゴホロギはコホロ　　　「キｐギリス」（「コ　ホロギ」
ｌ　　ｌｌ　　ー　　　ーｘ　ａ　　　ｌ　　ｌｌ　　ー　　ー　ーｈ　　　　　ー　　　　　　　　　　　ー　ー　　　４
ギに似て小なり」といふ事になつて、慧なもＯである，京都の昔のイトドはオカマ＝ホロギｏ甫である。京都ｏ今Ｏイトドは＝ホロギＯ事である。古今に於けるこＯ慧遷に気が附かない所から、色々ｏ誤解は生する。
　元範時代Ｏ「書一丿字考」に、竃馬をイトドと振仮名したｏはいｘが、カＯ部に、Ｈじ宇をカウロギと振仮名したりは嗅である。その註に「耽如＝促織一拍大、脚長。好穴→・竃旁乙といふ「酉陽雅吼」Ｏ交を引いてゐるが、これは［本草綱目作蒙ＪＯ交と同じもゆで、オカマ＝ホロギｏ説明である。なぜ．かういふ明白な誤を犯したわか不思議にたへない。
　　　　　　×　　　Ｘ　　　Ｘ　　　×
　イトドＯ考諮は以上で終つた。これから、キリギリスＯ方言心分布を調べてみょう。、
　キリギリスＯ方．汀ハ内、一昨多いｏはギスＯ系統である。青森・山お・紳奈川・長野・常山∴帽井・静岡・愛知・京都・大阪・兵渾・島根・岡山・愛媛心ニ府ト三脚に分布してゐる。ギ。チ。系もギス系心内に含ませれば、なほ、茨塘・　　　　　　　　　　　　　　一八Ｘ
｀ゝ
　　　　　國語ｉ國交學　吟十二洛第二錆
｝埼一・山梨・朝岡わ四朝を加ハるホがてきる，徳島朝美馬ｍ　郡のギー。チ。はバ，タｏ事だと整沓され］ゐる。岡山朝｛琥羽村かギースは＝ホロギＯ事だと整ハ‥されてゐる。
　　　ギス系に次いで多いＯはキリスである。これはごｍ島・　　一幔奈川・京都・奈良・高知Ｏ｝府明朝に分布してゐる。｛‥…　　山朝Ｏゲレスもキリス系Ｏ一つに叡へれば、なほ｛煽を　　堵す事ができる。ギースといび、キリスといび、キリギ　　リスといび、いづれも、鳴き肆から来たらしく思はれる。
　　　ギス系・キリス系に次いで多いＯは＝ウロギ系である。
　　これは、奥羽四朝に互つてゐる。これに次いで多いｏは、
　　島税・岡山・愛媛に行はれるチジギイスである。能登ね　　トンギリスも、こお乙髪化に数へていい。
　　　以よ，ギス‘キリスらホロギ‘チツギイスＯ四系統を　　除けば、あとは、いづれも，じ｛煽にだけ行はれる微力
　　なもＯばかりである。｛以ご郡にだけ、孤立して行はれ
　　るもＯは、そＯ地方わ人印創作と考へていい。琵つて，
　　京都い吉書から、出典を見つけようなどは愚なおカであ
　　る。これに反して、遠く地を隔て～、数輯、乃至、ず数
　　　　　　　　　　　　　　　｛　八六
趣に散布してゐらもりは，必ず、有力なむ丞池が、更地Ｏ申心地にあつて、そＯ共同心源から、四方に流れ出したと考へていい。だから，その源を京都一・□沓から毅褐しようとする勢力は有意義であお。たとへ、そＯ努力が失敗に終つたとしても，なほ，我々は、それが京都心古諮であつたといふ仮設を棄てるには及ばない，なぜといつて、古書に洩れた古跡もあり得らからである。
　ギスは、明に、京都心逞瀧である。俳人は之を晩夏に入れ、叉は、秋の季に入れてゐた。「かすｏ碓、引いる計りねむき費」ハ臥噌）‐‐－－これは「咲き々」とあるから、晩夏Ｏつもりで詠んだＯだらう。臥鴫は尽張り人、京叫こ修家Ｗ紡筆となり、交他七年に歿した。
　ギスほ俳諧にも詠み込まれたが、キリスＤ・方は古沓に見ハらない妁は残念である。しかし、現在も，山鴬ハ久欧郡などでは、ギスとも、キリスと煮・‥つてゐるから，もと，京都市内にも行はれたに鍵ひない。ただ、こわがは，キリギリスｏ洸諮と認められて，筆に氾される機けが旭
かつたまでだらう。正語と脆”話とが並び行はれる垢今に
ｒｒｌｒ　　ｒ∂ｅｔ　　ｌ―ｒｋｌｅーー（Ｆー　　ー　　ｔ　　　　　ト
ｒ　ｒ　　　　　ｒ　　１
ー　　‐　１
61一一-
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１　～　　！　　　　？　ｔー　　ｒー　　　　　　　　ｌ　　　　　　ｑ
ぼ，筆に記されるＯは、必÷、正晴ｏ方である，だから、趣曙は、偶然ｏ機倉でもない限り，交厭に鵜る事は．まづ、無い。方□學は、そｏ陸路を，兎に取扱ふも０である。だから，方言學は、文献Ｏ足りない所を拙ふもＯである。
　か度は、コホロギＯ方言を詞ぺてみる。ここでは、一
（じ占＝コトリギリスは、今ｏ標準語わコホロギである，
　今も．方。汀には、コホロギをキリギリスといふ所が多　い。
（二）古語０コホロギは、今わ標ホ譜いキリギリスである　らしい。今も，方。汀には、キリギリスを＝ホロギとい　ふ所が有る。しかし、これには、古語心コホロギは争　Ｏオカマコホロギであるとハ’‥ふ説もある。
肴勢力ｏある方言はキリギリスである。□互ず年前まで　　（三）古ｍｏイトドは、ツい標準語のオカマ＝ホロギであは、＋識に互つて行はれた。今は六識であさ。これに次　　　る。
いで多いｏは、イトド系・キリゴ系・クロトチ系・コロコ　　（四）京都Ｏ現代方けりイトドは＝ホロギである。
ロ系・チンチロ系などである。いづれも，三四脚に分布
してゐる。以上を除く外は、ごー騨に妁み行はれる微力Ｏも叫ばかりである。イトドやクロトチは京都Ｏひ塑，チンチロリンは穴阪Ｄ・Ｘ紫である。これらは、京阪滸い硬派を以て，四方に臨んたから、これだけＧ分布を見る琲になつた○である。
・
最初から今１でＷ所を契約すれば、次ｏ様になる，
　　『キリギリ　ス」と「コ　ホ　ロギ」
ー　　ーー　　　　‐ー　ー
　筑後に資料を列記する順序であるが、方｛・】巣にある蜻蛉０字をコホロギとよむべきか，キリギリスとよむべきかに迷つな。こｏ字は、λ洽宇鏡にも，和名抄にも、易林本節川菓にも書一Ｘ宇考にも、キリギリスと詞じてあるが、近頃ｏ阻害には、コホロギと訓じてある。いつ、い
かなる現出で、かつ訓みかへたわか知らないが、同じ字を、雨籾によむとは紛らはしい。かういふ紛らはしい字　　　　　　　　　　　　　　｛八七
一一一一６２－一一
　　　國ｍと國交ぶ　第ｆ二゛第二琥
は、漢字節減とは少し違つか意味に於て、避ける様にしたいもわである，動耀物陰〇方では、和名は、すべて、仮名で書く平になつてゐる。それはさて措き、今は、廷
蜂と漢字で書いてあるもらは分離して、事にした。
資　　昨　　　ヶは哩、グは郡　　　　ー　　　マは町、ムは村
ーアブラギス２イゴ
３イチズ
　　ｊ
４イヂ．
　　ｊ
５イチュソ
　　　ｊ
６イヅｊ　　　ｊ
アイヅノ８イトウシ９いとじ
ｍいとど
別に、まとめる
ゴホロギの方言
　　　　　　　信州÷水内グ
　　　　　　　肥前千千石マ
　　　　　　　種子ハ（農民古語）　　　　　　　さつま山川マ児ゲ水　　　　　　　さつま山川マ篇疋　　　　　　　さつま山川マ大山　　　　　　　さつま揖宿グ今和泉　　　　　　　尾州（本草啓蒙）
　　　　　　　「浪花回書」
　　　　　　　山城ハ幡（本草啓蒙）　　　　　　　京都市、眸戸市
Πイトムジ
ＵオカマキリスＤカタψセ
Ｕふんなご
Ｒふんなっち１－Ｅかん〇こ
びかん〇っこ
ＢカンノチョウＤギース
コきなめ
ｍキナメＥギミ
コキメスギメ
コきゅＩはち弱キリコ
　　　　一八八
　足州（本ハ啓蒙）
　尾張中島グ
　南部（ト鴛啓蒙ゲ
　Ｈ河嘗飯グハ蜻ム　舒岡ケ
　蛉岡ケ
．遠江小笠グ千慣ム　岡山ケ川上グス洞ム　島原半昂口之津
　肥後松橋マ
　島原牛島
　日向四滑りグ釘幸ム　さつま谷山マ
　種子ハ則之表マ
　日向小林マ
　廳児島ケ
　島原牛島北串山・　廣島ケ四條マ
１
１
ｔ
６３－一一
-
１　　１　　　ｔ　　ーー　　ー
ｍきυご
　　　　ー
Ｅキリギッツロきりぐす
卸キリｍコ
コキレーズ
詔くろこーろんコくるつ
スクログチ
筋くろつち
卸クロツー
松江市附近
岡山ゲ日生マ
埼玉ケ入問グ入四ム盛岡「御國遜噌」
秋田ケ平廳グ
山形ゲポ内
武蔵府中逞（□嘱）信濃（Ｇ順一
甲斐南Ｒ摩グ餌富ム三乗ケ尾鷲マ
南都（り順）
伯州（本草啓蒙）
伊勢底魚グ
埼玉ケ入同グ次子ム越申
筑前廿氷マ
筑後（本草啓蒙）
篇岡ケハかグド廣川筑後（本草啓蒙）
「キリギリ　ス」と「コ　ホ　ロ　キ
Ｉ　　１　　　　１　～　　　ｌ　　　　　ｌＪ
｝（
ーｔｑｌ‐ｒ１１　‐１　ヽ’
ー～　‐ｑ　　　‐
１　　　　　　　　　　１
Ｘくろつづ
Ｅクロツムシ卸クロトチ和クロトトＧくろんぼ
おけさかつかＣケサノカカー‥＝一ケグリムシ゛ケラ
靭けろけろ
゛コイロギ
卵コウコウ
前こＩるく
随こーろぐ
Ｈコーロゲ
コこーろめ
ｍコロゴロ
石見
筑前朝倉グ三輪ム筑後八本草啓蒙）
京都府天…グ
若狭三方グ
高松市
伊一周桑グ
宇都宮市
相州津久井グ内榔ム尾張（本草啓蒙）
埼玉ケ入同グ奥富ム越申
祠井市附近
江戸（本草啓蒙ヾ
島原牛島保江
か　四有家
埼玉ケ入同グ久井ム常陸新治ク
ロ州小店マ
　　　　ワ八九
一一６４一一-
國ｍ（國交゛　第ず二巻第二鵜　　　　　　和州（本粘性蔵）
゛コロ
邸ころ７ＮしＥコロコロムシＥコロンポ
Ｅコロｙボウ＠シ＝ウ・ぞνドＧｙバキリゴＱちんちくらＥちんちろ
Ｇちんちろこ
呉ち・んちろりん
Ｇつゞれさし
Ｇつゞリさせ
ＧテイテイトウジＧト｛クリヘνジ＝Ｇトチゲヲ
ロトｙド
Ｕはたおリ
南都（物頬）
津Ｈ
±佐
土州（本草啓蒙）
忿江小笠グ河減ム岡山ケー゛グ
越中
紀伊Ｈ高グ
‥ｕ向［賭隠グ加久藤紀伊日高グ
大阪府
越申
越後高田（゛頬）・｀ふ佐野市
尾州（本草啓蒙）
丹後
痕江小笠グ
島原牛島南有馬
□Ｅジリ
コヒウトンド
ｍひょひょうぎロヒ。ロヒ。ロ
　ー　ｊ
ｍひ１ろひ１ろぎす
フヒリンヒリンロヘイジ
ロクロギメ
ーイトヂ
２オＶチＨチ口３カマドキス４カマゴロ５力ｙタ
６カンタローアキイツチーＢキス
９ギス
蛎蛉Ｏ方言
　　　一九〇
丹後一＝ｍム
廬江小笠グ相草ム脆前陳尽マ
長崎市
脆前島原｝
肥前島原小島
尾州（本草啓蒙）ロ向本庄マ
出城久伜‥グ廷江伊香グ廷江犬よグみｏ出郷グーｍ市附近甲斐北都留グ信州下水内グ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゛　　コｊｒｈ
｀一ｒ或　ｒり・～一ヽ汽ぃｒｒ　＝｛「ゝｒ｛ヽヽｖ｛　：Ｅ‐，Ｊヽ＝－『　！’　　　　～　　‐じ　　　　＝‘　　‐　　，ヽ，－ｒ　’，Ｅ，＝ｒ、　ｒヽ『’，Ｅ　＝　、，Ｅ－　　　、、、 
ー　　ー　　　ー　　Ｊｘ　ｊ　ｌーーー　ー　　　ー　　　　　　　‐
￠　　　　　　　ｌ　ｌ∂
１　』　ー　　ー　　　　ｑ　　　　　ｉ
Ｕ
一一-６５--－-
ｒ・ヽ」ｊｅ
ｍキリゞΠきりきす□きりす
ＤキリゴＨギリスＲキッチａＥギッチｊ
ｎクロツグＢクロト
ロけさか＝か
ーケサガ。ヵｍケサコッコＥケサハッコＥコーロゲｍコーロンＥころころ
「飛州志」
石見那賀グ下府ム
Ｎ峙飢為グ賛美ム三ｍケ三乗グ
信州下水内グ
信州下水内グ
祠ロケ企救グ
囚峙岩井マ
茨域ケ
幔ｋケ河内グ古里か　安蘇グ粧野
〃　河内グ篠井
μ　　　々
〃
埼玉ッ北足立グ土合詫び鳳ーグ
信州下高井グ倭ム千゛ケ夷隅グ
「キ　リギ　リ　ス」’’』”コ　ホ　゜ギ」
Ｉｌｔ
１｛ｉいけ
１　　　　ｊ
１一フリ
２うりい３ウリス４ガッタ
５カマゴロ６きーず
ＥジｙチＲ
コスイ。チ＝Ｅチミス
卸チンクラ
卸ちんころ
ｍチンチロ
コッーッー
コッヅリサシスッングリサシ部ナデウマ
部ョキチ
近江梨太グ
越中峰負グ山ｍム柝水ケ芳賀郡須瞬ム紀州ｆ里マ
飛騨吉城グ
近江犬上グ
伊勢度曾グ
キリギリスの方言
　　　　　　　茨城
　　　　　　　水戸（ホ゛啓蒙）
　　　　　　　江州（本草啓蒙ス物靭）　　　　　　　尾張申島グ
　　　　　　　み○山嘴グ敲美ム
　　　　　　　夥岡ケ
　　　　　　　　　　ー九一
／
　　　１Ｊ　　―￠　　　ｒ　ｌ　　■　　　　　？
　　　　　　‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　　　　　　　１　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　４　　　　　　　１　　　　ｒ　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　ｌ　　　ｌ　　　　　　　　　ー
　　　１　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　∂１　　～　？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　１　　　ｒ
÷　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　　‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐
　　　　　　（　　　　　ｅ　　　　　　ｌｒｌ　　ｌ　　　　　　　　　　　ｉ　　　Ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　　　　　　　ー　―
－-－６６－-，
Ｉ　「
｝　　‐∂ー　　Ｆ　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　‐
ｌ　ｉ
１　　｛　　　　　　　￠
　―
　　　～‐
　Ｌ　　　　‐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ‐　　　　　　　　　　　　≒１１１　　　１～　　　ー　　ｊー　　　ー　　ーー　ー　　　ｋ　ｌｅ　　　　　　　　　　ｌ　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ　　　４　　　　　　　　　　　　　　１　１　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ｍトツ
15ギ　ノス
ＥキッチＥｎぎっち１
ｌ　　　　１　１ー
１
ー　　ー　　１
　　　一九二
宇和島市
津幔
コ河北限祭ゲ啖限ム東國（巻ハ啓ハｍ）（物靭）相州燎倉ゲ圏谷ム
ひたち猿島グ
相州Ｈ池グ
信州下高井グ髄稽ム尾張中島グ
埼ーケ入問グ坂戸マ相州足拍よグ
甲斐、石見
筑前粕屋グ大川ム
埼玉ケ入問グ坂戸マ
信州南佐久グ
相州津久井グ内噂ム
常陸多賀グ
讃州（本草啓蒙）
埼玉ケ入問グ宗岡ム
１　　―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４　　　　‐　　　　ｉ
７ぎーず
８キｒヲチＨ９ボーｕチロン趙きぎりす
Πキス
ｍきず
Ｄギス
Ｂ｛‥ッつ’
Ｄギ，チョン７１ヽｉコハゼッ
ｍキリ・・，ゾーＥきりきすコキリギス　　　　ｊ
゛キリギ，ツ
同語と國交ぞ　第十こ恪第一一琥　　　　　　一列（本草啓蒙）
－　　＄
　越中
　鱒磨飾磨グ谷外｛　出雲大スグ
　岡山ケ阿督グ草問ム　但糧周桑ゲ
　相州津久井ゲ内榔｛　祠岡ケ築よク束吉富　一徳
　上田市附逗
　静岡ケ
　津輯
　山形ケ殼賜グ
　和州國哨津　　゜　信州南佐久グ
唇橋市附近
　越的坂井グ
　京（本草啓蒙）
『浪花聞宵」
－--－６７一一－
Ｅきりす
ーギリス
ロギリチャウＥキリッス
ロキリ。チｍ卸きりんご
ｍきんぎｕす詔くだまき
コげ＝７
石械棚倉マ
相州津久井グ内榔ム出城久世ゲ
奈Ｈケ南お城グ
上阪長岡グ
土佐本山マ
江戸（本草啓蒙）
土佐長岡グ
尾張申島グ
廣島ケ
大阪府
肥前陳旱マ
夥岡ケ
キ　リギ　リ　ス」と「コ　ホ　ロ　ギ」
・
ｍげれす
卸こうろぎ
Ｅこーろげ
コジンキチガν『・－詔すいつちょ
卸ちコんぎー
　　ｊ
゛ち１んぎいす
Ｇチ『ンギス認とんぎりすおやまぎす
越中
ｎ岡市（御國涌斟）仙毫（消荻）
山形ケ庄内
軟ｍケ由利グ
壱岐
播磨飾磨グ既塩ム石見
松江市附近
岡山ケ此諮グ
伊ｍ周桑グ
飽か洞昨グ
伊勢ハり頬・本草）
一　　九三
／
＜
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